
「新型ホームドアに関する技術ＷＧ」（第１回）議事概要 

 

 〇日 時：平成２９年１月１３日（金） １４：００～１６：３０ 

 

 〇場 所：中央合同庁舎３号館 １１階特別会議室 

 

 〇出席者：出席者名簿参照 

 

 

【 議事概要 】 

 

  〇 ＷＧの趣旨や活動内容については参加メンバーの了解を得た。今後は、新

型ホームドアの実験現場やメーカーの開発工場等を視察することで、より

詳細な情報交換を行うこととされた。 

 

 〇 その他、参加者から以下のような発言があった。 

  ・ホームドアの整備の加速化が求められる中で、新型ホームドアの導入にあ

たって必要な工期や工程はどのようなものか。 

→設置ホームの状況等に応じた仕様などを決めるのに時間を要する傾向に

あるが、設置工事自体が特に時間を要するという訳ではない。2020 年へ向

けて（メーカー側の）組織体制を強化していきたい。（複数の開発メーカ

ー） 

   

  ・開口部の広い昇降式などの新型ホームドアについて、視覚障害者の要望を

踏まえた改良が可能か。 

  →視覚障害者に配慮したセンサーの稼働方法など様々な工夫に取り組みた

い。（複数の開発メーカー） 

   

・新型ホームドアの導入によって検査部品が増えるなどメンテナンスの負

担が増えないようにしていただきたい。 

→遠隔での監視や予防保全、部品数の減少などに取り組んでいきたい。（複

数の開発メーカー） 

 

－以上－ 


